
 

 

 

上級生の頑張り １年生のさわやかな返事 

とてもうれしく思います 
４月９日(火)、平成３１年度の入学式を行い、全校生徒がそろいました。入学式の呼名で、新入

生が元気よくさわやかに返事をしてくれた事をとてもうれしく思いました。ご来賓の方々にも、｢新

入生の返事がとてもよかった。｣とお褒めいただきました。一歩ずつ、力まず、時には先生方の力

を借りながら、時には先輩方に頼りながら、そして自分の意志を持って、進みましょう。 

入学式では、我が校伝統の合唱団が、すばらしいハーモニーを奏でてくれました。誇りを持った

堂々とした立ち振る舞い、立派でした。そして、合唱団だけではなく、吹奏楽部の演奏が式を引き

立ててくれました。ご来賓の方々から、｢合唱団も相変わらずだけど、吹奏楽部もすばらしいね。｣

と声を掛けていただきました。吹奏楽部は、地域で演奏する機会も多く、とても喜ばれていますが、

さらに、これからの活躍が期待できそうです。夏のコンクール目指して、目標を持って、頑張って

ほしいと思います。 

そして、式を準備し、後片付けしてくれた在校生の皆さん、ありがとうございました。とてもき

びきびと手際よく、そして細かい部分に配慮しながら役割を果たしてくれていた姿はさすがです。

２、３年生それぞれが上級生としての自覚を持って頑張ってくれていた事をとてもうれしく感じま

した。    

そして、翌日も朝早くに登校し、体育館で後片付けをしてくれた３学年の生徒達、本当にありが

とうございました。やはり、最上級生は頼りになる存在です。 

 昨日は、２年生の朝の会の様子を参観させていただきました。新クラスでの緊張感はあると思い

ますが、とてもけじめのある前向きな態度は、とても立派です。一人一人が頑張ろうとする意欲を

感じます。 

 長町中学校にとっては、４月に見られる日常の活動であり、行動なのかもしれません。しかし、

新しい環境で不安があるのは、新入生だけではなく、２、３年生も同じだと思います。そのような

中で、これだけの力を集団が、そして個々人が発揮できるのは、これまでの皆さんの中学校生活の

積み重ねが習慣化しつつあるからだと思います。そして同時に、これまでの先輩方の取り組みを見

て、感じて成長しているのだと思います。 

こんな言葉を知っていますか。｢最初に人が習慣(環境)をつくり、それから習慣(環境)が人をつ

くる。｣小さな事でも少し意識を変えてやり続けると、そのうちにそれが当たり前となり、習慣化

し、その習慣がさらに定着し、人を変えていくという意味です。 

長い年月かけて伝統として受け継がれてきたものは、最初は先輩方と先生方で懸命に取り組んで

きたものだったでしょう。そしてそれがいつの間にか定着し、定着したものはさらに進化して、現

在いる先生方と皆さんで育まれています。 

 平成３１年度の長町中学校の生活が始まりました。いつも全力で走り抜けることだけを考えて行

動するのではなく、時には休み、時には立ち止まり、引き返し、自分を痛めつける事なく、自分を

大切に、そして人とのかかわりを大切に、思いやりの心を持って、進みましょう。 

  最初に人が習慣(環境)をつくり 

      それから習慣(環境)が人をつくる 

校長室から平成３１年４月１２日 

 


